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家庭教育事業
～家庭教育の支援の

運営委員 :大西郁代 金谷邦央
田中友美 林 健ニ

担当主事 :石川美沙紀
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(第 6号様式) 教育事業報告書 (年間 。事業別 )

令和 4年度 事業区分 家庭教育事業

No

日新

の )

ばれっとサークル 石川美沙紀

柔集方法

11 全戸配布/回覧/学校配付

実施方針
家庭や地域での教育の大切さを学び合うc楽 しみながら積極的な子育てを目指し、家庭
教育の向上を図るc

回 実施 日
参加者数

学習テーマ 学習内容 学習方法 講師
Ｌ
ロ

1 10月 29日 13人 13
蜜蝋ラップの

ワークショップ

家庭でも環境問題について考え
る良い機会になればと、自然素
材の蜜虫厳ラップのワークショッ
アを行い、SDGsを生活の中に取
り入れるきっかけづくりをし
た=講師の大沼さんや参加者や
運営委員の皆さんとラップづく
りを通してコミュニケーション

をとり、楽しいひと時を過ごし
た^

実習

交流

大沼養蜂園
大沼照枝氏

2 2月 5日 10人 10
チョコシフォン
づくり

手作りの楽しさにふれてもらう
ため、親子で、お一人で、お友
達とで、となど様々な形で参加
があった。参加者同士楽しく交

流しながらオリジナルのチョコ

シフォンを完成させた。

実習
交流

キャラベニス

と&シフォン
キー

田中友美氏

3 2月 26日 22人 22
味口曾づ くり

(男女共同参画合
同事業)

フロ(こ―一から丁百裂課をもⅢ丁■、ラ下
格的な味噌づくりにチャレンジ

した。男性も、女性も、親子も

楽しみながら味口曾づくりをして

交流を深めた。

実習
かせや
鈴木雅史氏

4 3月 4日
三世代合同交流

一年間の取り組みの概要を報告
その後、いきいきライフセミ

ナー (福井学事業)に よる「底
喰川の大蛇」お披露目発表会等

(Rl.R2.R3コ ロナ禍で中止、今
年度は縮小 午前中のみの開
催 )

視聴

話合い

交流

参加者数計 45人 45

牛

公民館 : 担当者

オンフイン


